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ますます激しくなる改憲の大合唱のなか、「５・３憲法集会」に向けた準備活動も

ピッチをあげています。憲法会議はこうした動きと合わせ、学習・宣伝・署名活動

を盛り上げる取り組みを進めており、５日には憲法条文小冊子（１部 30円）、個人
会員拡大用リーフの見本を参加団体や全国に発送し、活用をよびかけています。 
                     

リレートークを中心に 
「５・３集会実行委員会」は２月２

日事務局団体会議をひらき、「５・３憲

法集会」に向けての取り組みについて

協議しました。確認されたおもな内容

はつぎのとおりです。 
①「5・３集会」は、会場が日比谷
野外音楽堂になったことから、企画の

中心を各界のリレー・トークにすえ、

文化行事を組み合わせることを検討し

ています。また、集会にむけて広く各

界からのメッセージの求めるとともに、

各界の集会賛同運動をおこないます。 
②署名運動を推進するため、つぎの

ように共同行動をおこないます。 
＊署名提出行動 

  ３月３日 12：15 衆院議面 
  ４月５日 12：15 衆院議面 

 

  ◇当面の主な日程◇ 
 

<２月 11日> 

「止めよう戦争するための人づくり 
 守ろう憲法９条２・11集会」 
 ・講演 渡辺治（一橋大教授）、堀

尾輝久（東大名誉教授） 
・13：30～ 労働スクエア東京 

 ・参加費 500円 
 プレ企画 東京大空襲繊細資料セ

ンターを訪ね、体験者のお話を聞

く（事前に申し込みが必用） 
 主催／「２・11集会」実行委員会 
<２月 12日> 

「５・３集会」第２回実行委員会 
 ・18：30～ 文京区民センター 
・ 議題 「5・3集会」の企画他 
 
＊署名統一行動 

  ４月３日 上野駅など 
詳細は第２回実行委員会で決定。 

 学習・宣伝・署名と結びつけて 



各党の憲法をめぐる動き 
 「一院制」に賛否両論 
 【自民党憲法調査会】 ５日の実務

者によるプロジェクトチームの会合で

は、国会と内閣のあり方について協議

しました。国会の問題では「一院制」

が論議となり、「（現在の国会審議に

は）スピードがない。一院にし、議員

をリストラするのも一つの道」（衛藤

議員ら）と、「二院制が機能すれば（政

策決定の）行き過ぎや間違いも修正で

きる」（櫻井議員ら）の意見が対立。参

院選までにまとめる要綱案には両論を

併記することになりました。内閣では、

首相公選制が話題になりました。 
  

 改憲に向けた国民運動を強調 
 【民主党憲法調査会】 ４日、調査

会総会を開き、先の役員会で決めた年

内に改憲案の素案をまとめる方針を確

認。あいさつした菅代表は、「今の憲法

では国民主権が機能していない。自分

たちの憲法を作ろうという国民運動が

広がることで初めて、国民の手による

憲法が生まれてくる」と述べました。     
枝野政調会長は同日の記者会見で、

「内閣法制局の憲法解釈は間違ってい

る。本来の解釈で行けばわが国の安全

や国際貢献をする上で、今の九条で別

に制約はない」と述べました。 
  

 ９条改憲めぐり意見対立 
 【公明党憲法調査会】 ４日の会合

で、太田昭宏座長が「『加憲』の対象と

して、環境権や、プライバシーに加え

て、憲法裁判所や首相公選制も議論の

対象としたい」と提案。これに対し赤

松正雄・安保外交部長が「憲法九条の

あり方も当然、加憲の対象とすべきだ」

と提起。太田氏はこれを否定しました。

神崎代表は同日の記者会見で、「党の

従来の九条堅持という考え方を踏まえ

ながら、タブーを設けず話す」とし、

「（九条の条文を）変えない場合もある

し、変える場合もある」と、九条改憲

に踏み込むことを否定しませんでした。 
 

憲法勉強会で“理論武装” 
 【社民党】 党の国会議員全員を対

象とし憲法勉強会を 17 日発足させま
す。「『護憲』と訴えるだけでは、国民

への説明にならない」（照屋副党首）と

して理論武装するのが目的。社民党は、

前文と九条の「改正」には「絶対反対」

で、「知る権利」などを盛り込むことも、

「何が何でも条文化する必要はない」

（福島党首）としています。しかし、

党内には「護憲は前文と九条だけ。個

人では『論憲』という気持ちをもって

いる」との意見も（6日「読売」） 

地方公聴会に向けプレ集会 
 【広島】 衆院憲法調査会の最後と

なる中国ブロックの地方公聴会（広島

市）が 3月 15日に開かれます。 
 開催地となる広島市では、早くから

岡本三夫、田村和之、若尾典子氏らを

代表とする「憲法調査会ひろしま見張

り番」を発足させ、迎え撃つ準備をす

すめてきました。現在、意見陳述や傍

聴をよびかける運動をすすめるととも

に、3月 14日には池田香代子さんを講
師に招いてプレ集会を開きます。 


